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私は1954月7 月12、13E 1、更?と同月27-29目、氷j 3. ヒメキマダラヒカグLethe ca11ipteris B U T L E R  
山に採集を試みたが、今夏の長雨、低温で余り良い成| 前期に於いては後種のみで京種は殆んど見られなか
呆を収め得られ無かったが、間山の蝶相に就いては未| ったが、後期に於いては山頂~ 尾根~ 地裁堂聞に多
だ余り知E : > れて居ないようなので下記、御報告申上げ| く、また、鉢伏山にても得た。 6合合3 ♀♀
る次第である。なお、種々、教示頂いた西村公夫氏、 I  4. キマダラヒカゲ Neope goschkeritschii M ι 
前期に於いて同行された商村八郎氏に厚く感謝の意を INETRIES前期に於いていたるところ多く、活援に飛
表したい。 I類して居た。伯警大山、段ケ峯と共通の山地の黒化し
〈コース ) た個体である。
1. 7 月12日 烏攻→若桜→春米→ワサピ谷→氷ノ I 5. ヒメグヤノメ Mycalesis gotama fu]ginia 

山頂上→' 7 サピ谷→春米 I  FRUHST-ORFER 
7質問自 審米→氷ノ山越→春米 |  前期氷ノ山越にて 1合を得、可成り高地に分布する

lr. 7 月27日 八麗→楢定→樹鼓堂→福定 | と思われたが、後期に於いても頂上 (1510 m ) -氷 /
7 月28日 福定→氷ノ山越→氷ノ山頂上→氷ノ| 山越1252m閣で再び 1合を得た。

山越→福定 I  lV. タテハチョウ科 N Y M P H ALlD A E
7 月29日 稿定→鉢伏山→箔定 I  1. ミドリヒ冨ウモ: / Argynnis p百phia geisha 

1. アゲハチョウ科 P APILIONIDAE I  H E M M I N G 前期に於いて雰米附近に非常に多く、ァ
1. キアグハー Papillo machaon hippocrates 
F E L D E R  et F E L D E R  
頂上に多く、全て合で、いわゆる、山頂占有性を示
して居た。

]f. シロチョウ科 PIERIDAE
1. キチ亘ウ Eurema hecabe mandarina D E  

L'O R Z A  
同じく福定附近より 1合 1♀を採集、 1 ♀は可成り大
型の個体である。開張52 mm
2. スジグロシロチョウ Pieris melete M E N E T -
RIES 
蓉米附近に至る処、多く 13 合合 3 ♀♀を得たが、目エ
ゾスジグロくP.napi japonica SHIROZU) は混じて居
なかった 0，
llL ジヤノメチョウ科 S A T Y R I D A E
1. ウラナミグヤノメ Ypthlma motschulskyi BR-
E M E R  et G R E Y  
鉢伏山にて 2合会を得たのは精々意外の感がした。
標高1000m前後で可成りの高地分布と思われる。
2. ジヤノメチョウ Satyrus dryas bipunctatus 
M O T S C H U L S K Y  
福定附近より 1♀を得た、高地1に見られる4塑の個
体である。

ザミの花に飛来して居た。未だ♀は少なく、中国山脈
のみに見られる黒化型の♀も見られなかった。 8 色合
1 ♀ 
2. ウラギνヒョウモν Argynnis cydippe pal-
lescens BUτ'LER 
前種とともに見られたが、粉々少なく、また、本種
の方が発生が亭いためか、新鮮を敏いて居た。後期に
は鉢伏山に多く更に汚損して居た。なお、合でありな
がら産卵時のように J地上1' C . 静止する興味深いー習性
を観察した。 6合合 1♀
3. オオウラギ: / 1 . .ヨウモ! / Argynnis nerippe 
F E L D E R  et F芭L D E R
鉢伏山より下山の途中、福定附近で羽化後、聞もな
い 1 古を得た。山地の小型のi国体であ・る。
4. オオウヲーギシスジヒョウモンArgynnis ruslana 
M O T S C H U L S K Y  
同じく福定附近で 1 古1 ♀を得た。
5. イチょf:-!/ジチョウ Limenitis can:iilla japonica 
M E N E T R I E S  
鉢伏、地蔵堂で 2 ♀♀得たが、内 1古は審型〈稀々
不完全〉であり、 1 ♀は夏型で、著るしい白楊の狭少
型の個体である。
6. ::zミスジ Neptis aceris passerculus FRUHS-
T O R F E R  
福定。 1 古
7. Melitaea phQsbe scotosia 

B U T L E R  
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容米附近で岡村氏が 2 ♀♀を目撃、内 1 "(きを採集さ l 同じく、問所にて午前8.30-9.00に 2 古古を得た。
れた。次種より出現は早期、精々、個体数は少ないと| 午後には全く見られず。
は云え、該地では可成り少いものと思われる o 4. アイノミドリシジミ Neozephyrus aurorinus 
8. ウスイロヒ耳ウモジモドキ Melitaea protome圃 I O B E R T H U R  

ピlia M E N E T R I E S  上記、ジヨウザγ ミドリと混じて採集。 2 古古午後
古くより、大山に次ぐ産地ととして知られて麗る。 Iの日週活動の認められない事は同様である。

鉢伏山にて得た。前期に於いて春米附近の草原に有望 5. トラプ y ジミ Rapala arata B R E M E R  
視していたのであるが、時期が稿々過ぎたためか、全| 鉢伏山にて春型〈檎々不完全) 1 ♀を得た。残存個
〈見られなかったが、時期さえ得れば必ず産するもの i体と思われるが、夏型は 1頚も見なかった。
と思われる o 後期、鉢伏にて得たものは殆んど不完全 I 6. グロνグミ Niphanda fl1sca shijima FRUHS-
で♀が多く、 1 古10♀♀を得た。産卵習性に注意した IT O R F E R  
が遂に見られなかったが、恐らく他地の例と同じくす| 箔定~ 地裁堂閣でi古を得た。ミズ、ナラを Zephyrus
トコエシ、オミナエシを食すると思われる。なお、同| と思い採集したのが本種であった。羽化後、聞もない
地のものには三瓶、大山のものより裏面の斑紋は白球| 個体であったから今後発生するものと推察される"0
が強く、段ケ峯のものと同様であるが、段グ峯のもの I11. セセリチョウ科目ESPERIIDAE
よりす自身大型である。なお、施紋の変化に就いては力 I 1. ホゾバセセロ Isoteinon lamprospiJus F E L D E R  
m伊洋の白7Jく教授の許に御送りして置いたので、何 Iet F E L D E R  
れ、同教授に佼り発表がなされる答である。 I 福定附近に非常に多く 4 o 古3♀♀を得た。新鮮
9. サカハチチョウ Araschnia bur巴jana strigosa Iで、♀には可成り大型の個体もある。
B U T L E R  2. ュ王子マダラセセリ Ochlod己s venata B R E M E R  
前期に於いて春米附近で夏型に混じ、未だ者型〈稀| 白t G R E Y  
身不完全の程度〉古♀を得た。 I 前期に於いて岡村氏が春米間近で 1 古、後期に於い
10. 辛/ 戸タテハ Polygouia c-albl1m  hamigera Iて私が鉢伏山より 2 O  O を得た。
B U T S E R  3. ヒメキマダ、ラセセリ Ochlodes ochracea riku・
春米附近で不完全の夏型 1♀、後期に於いて外野よ Ichina B U T L E R  
り福定に登る途中、路上で新鮮な 1 古を得た。更に同| 地裁堂、氷ノ山越附近に多く見られた汚損したもの
目、地減堂に向う渓流で岩に静止する 1 古を目撃し| が多かった。 1 古1 ♀
た。中国山脈では弘はイ白警犬山より得て居るが、扇 f I  4. イチモシヅセセ1 ) Parnata guttata B R EJ'XIE R  
山、' l l i ¥眠、沖ノ山、段苧τ峯にも産する由であるから分 Iet G R E Y  
布は広いものであるう。 I 氷ノ山越にて 1 O 、ー化のものらしく秋期のものよ
11. コムラサキ Apatura ilia substituta B U T L E R  I り黄色味が強い個体。
鉢伏山、 1 O 、山地共通の黒化した個体。 I なお、当山の類としては次のものも採集記録されて
Y .  シジミチヨウ科 L Y C A E N I D A E 居るようであるが、今回は採集、目撃ともし符なかっ
1. ウラグロシグミ Iratsume orsedice B U T L E R  Iた。
後期に於いて地獄堂附近で夕刻、キラーと白銀の麹

表をひるがえし飛朔の 2 古色を目撃したが、採集に至
らなかった。
2. エゾミドリシジミ Faronius jez.Jensis magni司

ficans M U R A Y A M A  
地裁堂F付近の谷間にのみ、後の 2種とともに見ら
れ、私の特に鋭意、採集に努めた本類、 くZephyrus)
では最も多くのi固体数を占めて居た。しかし、足場が
悪く採集には困難を極めた。後の 2種と異り、午すぎ
より夕方にのみ現れ、午前中の日週活動は認められな

1. シジミチヨウ科
1. プジミドリνジミ Favonius fl1jisanus M A T S U -
M U R A  
古く、神戸一中在学当時の山田敬太氏の採集を筒』え
んで居た処、先般、山本広一氏の御採集品中より 1 古
を拝見する事が出来た。また、同地で御自に掛った守
志淫也氏よりも頂上附近で得られると伺った。
2. ウスイロオナガシジミ Antigil1s butleri 
T O N  
; 4 ; : 誌先号、山本広一氏久崎の蝶 ( 2 ) の中で同氏が

い。 16o 古 I  1頭採集された旨記されて震る。
$. ジヨウザνミドリシジミ Faronius ultrama- I  1I. セセリチョウ科

rinws FIXSEN 1. ホシチヤメネセセロ A 巴romachl1s inachUs 
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?味合 2FFd雪繋 CJ 野£ 13FJFr?苧釣£議開穴
横山光夫署、原色目窓際類図鑑保育社に多産すると 1 2. コY パメ Ahlbergia ferrea B U T L E R  
記されて忘る。 ぷ 兵・パん凶忍} ; ' " '  ;，' 1  同上に記録。 f

Zラiコ刈ヨヨヲー，:" ni 巧i.a'o 叫"，!:Jfnn初郎、 1)φなおJ最緩に尋自の採集を通じでー蕗じた事は、; ; t ; ，年
出;i:，J:，ゅ1 ・" 、|

l の発生の不良とは去え、種類は豊富であるが、個体数
は余り多くないようで、殊に訟の嘱目した Zephyrus
類では特にその感を深めた。特にその主要食樹たるミ
ズナラ、 ""yサグ、グナは丈余の犬木も珍らしくなく
非常に豊富であるのに粉々意外であった。また、氷イ l

山は氷ノ山越を通して兵庫、鳥取と両県に跨って居る
訳であるが、前期に於いて氷ノ山越に3 a り感じた事は
南面の兵耀県側が遥かに気温も高く、植物にも開花が
見られ、昆虫〈醸例、ヒメキマ〆ラヒカゲ〉の発生が
見られた。また、本夏の気候一般に遅延とは云え、i ミ
ャマヵラズァヂよ'(7 月15-208送、滞在の伯警大山
プば既に多数発主主〉オオウラギン己ヨウモジ℃当地に

赴く途中L 立寄った段ケ峯 (900
期〉、ウラナミジヤノメ: 仁同じく栃原ずは 7 月上旬最盛

1  1， 、、 '.J' '_.J ，"'1-" ，; /  "  

期〉ウーヂ "" Vi::'，之、♂) 3Vぎ33同巳三段T孝一P主
♀最盛で、既に不完全個体も見受られた〉守キ7 ゼラ
セセりなどは発生のJ昆緒と思われ、更にトラア y ジ

アイ /¥i ';?宮ウザγの Zephyrus類の全て古〈大山で
は此の侠も殆んど古は不完全で♀が大半となる〉の生
存は同地の発生が伯地主り稿々遅延を示すものではな
いかと示唆された。 ( 5 x  1955&j己〉
、 iJj/ぷイ )
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1. ウスメνロチョウParnassius glacialis mikado 
{:ィ¥ ，，1-.'¥J ‘ゴ' : s.告 l
B R Y K  et EISNER 、、

? 向付i" '';，戸
J痔取県立鳥取第二中学校々友会誌 H 柏葉( ' 5号、
鳥取県産蝶類に就い、てく永鬼一男、右賀札他〉に蓉米

! 附近より氷f 山越に3 a る聞にて昭和 8 年 5 月27;; 8 日
ァ十数頭採集の記録があ; る。j . -: i¥ :  !  F;，: ;  t  J  1  :  0  r  t  f  
' ] [ : 糸シロチョウ科 I:  

子; :;<，'"ギヲ円三ョゥ! Anthoearis sco]ymus B U T L E R  
同上に記録。

2. スタ 4ぷ?っし?マ"f-'今一三長 Gonぷt己正戸rmziぬらru
ni説話i匂守色町内ロG::
七ラハ 円・ . : r t .. ;，. ..... ii:: [  :';: 同上にヤマキチョウとあ急がi f S : 穫とj思われる r  
]Lーぷ匁L;(_チョウ科一一一一一一一一一一一一
，1')-:;'" グロヒガグ Le'the diana 

同ょに記号't i:.F. O.1.f!! t  f  

JV・1;>マダ;7.t'チョウ科ぷ: 花守神 品 J;
1  ta 7 'サ率三r〆ラ C石δi1ga tytia nipOnIGa')MO'O R E  
l司上に記録。 低 ( ! ¥ y' 
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1. ミズd，，""すナガ572F ミ Antigly;s attpia. BRE-

M ヰR，自 抗争 ;

:s 

アゲハチョウ科

肩
、

‘
、

h

，Jも
3

、4司♂

、:.

R

一、、、
JR千戸

A  

晶司

〆w
t
J

- /  

/  

.. ， 

t ¥  

も
!

hm 

'1'.' 

(!: ./ ¥ ヤ‘ .:J.，
¥" 

.':' ，、t" ，"守'. L .  :.i 't. 'tl.:，.Il "1'. 1':': 

29 

suzuki



